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秋の大運動会！（保育所合同運動会）

　
　

　　（2～3頁に記事掲載）
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　スポーツの秋を迎え、今年も岩野小学　スポーツの秋を迎え、今年も岩野小学校と湯山小学校の秋季合同運動会、福祉団体
体育祭、保育所合同運動会が開催されま体育祭、保育所合同運動会が開催されました。
　子供から大人まで、走ったり踊った　子供から大人まで、走ったり踊ったりと楽しい一日になりました。

　スポーツの秋を迎え、今年も岩野小学
体育祭、保育所合同運動会が開催されま
　子供から大人まで、走ったり踊った
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学校と湯山小学校の秋季合同運動会、福祉団体　スポーツの秋を迎え、今年も岩野小学校と湯山小学校の秋季合同運動会、福祉団体
ました。体育祭、保育所合同運動会が開催されました。
りと楽しい一日になりました。　子供から大人まで、走ったり踊ったりと楽しい一日になりました。

学校と湯山小学校の秋季合同運動会、福祉団体
ました。
りと楽しい一日になりました。
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■
条
例
・
規
則

○
水
上
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

○
水
上
村
ふ
る
さ
と
寄
附
条
例
の
制
定

○
水
上
村
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の

制
定

○
水
上
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
学
校
教
職
員
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
一
般
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
水
上
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

■
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

■
報
告

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化

判
断
比
率
の
報
告

■
決
算

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
老
人
保
健
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
十
九
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

■
陳
情
書

○
た
ば
こ
税
増
税
反
対
に
関
す
る
意
見

書
の
議
決
要
請

○
道
路
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

の
議
決
要
請

○
燃
料
・
飼
料
・
肥
料
等
生
産
資
材
高
騰

対
策
に
関
す
る
意
見
書
の
議
決
要
請

■
そ
の
他

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

■
一
般
質
問

◎
富
山
憲
治
議
員

①
学
校
給
食
の
運
営
に
つ
い
て

②
農
業
振
興
に
つ
い
て

◎
飯
田
佳
司
議
員

①
球
磨
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針

に
対
す
る
村
長
の
基
本
姿
勢
に
つ

い
て

②
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

③
中
学
校
備
品
購
入
に
つ
い
て

◎
小
野
頼
年
議
員

①
市
房
ダ
ム
湖
内
の
ア
オ
コ
の
原
因
、

対
策
、
処
置
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
年
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
六
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
・
規
則
の
改
正
及
び
制
定
十
件
、
平
成
二
十
年
度
各
会
計
補
正
予
算

四
件
、
平
成
十
九
年
度
各
会
計
決
算
認
定
八
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
（
認
定
・
採
択
）
さ
れ
ま
し
た
。

水上村財政健全化判断比率等（19年度）について水上村財政健全化判断比率等（19年度）について
　平成 19 年度決算より、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、財政健全化判断比率等を水上
村でも算出しています。
　これは、村の現在の財政状況及び将来の負担率等を算出するものです。19 年度の本村の状況は基準よりも
大きく下回っています。

項　　目 平成19年度 基　　準
早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 15.0 20.0
連結実質赤字比率 － 20.0 40.0
実質公債費比率 14.6 25.0 35.0
将来負担比率 6.6 350.0

特別会計の名称 資金不足比率
簡易水道事業特別会計 －
下水道事業特別会計 －
農業集落排水事業特別会計 －
林業集落排水事業特別会計 －

（注）表示が（－）とあるのは、赤字及び資金不足が発生していないことを表している。
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九
月
十
一
日
（
木
）
午
後
、
市
房
庵
「
な
る
お
」
に
お
い

て
「
第
五
十
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
」
が
行
わ
れ
、

高
宗
孝
輔
熊
本
日
日
新
聞
社
事
業
局
次
長
、
成
尾
政
紀
水
上

村
長
な
ど
の
関
係
者
、
結
婚
五
十
周
年
の
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
十
七
組
の
ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
状
・
記
念
品
の

伝
達
、
水
上
村
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
が
あ
り
、
高
宗
熊
本
日

日
新
聞
社
事
業
局
次
長
と
、
成
尾
村
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
田
浦
重
孝
さ
ん
が
挨
拶

さ
れ
、
記
念
撮
影
、
祝
賀
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
結
婚
六
十
周
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ

た
、
九
組
の
ご
夫
婦
を
成
尾
村
長
ら
が
訪
問
し
、
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

終
戦
直
後
の
大
変
な
時
代
を
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り

越
え
て
こ
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
と
て
も
お
元
気
で
、
若
い
頃
ご

苦
労
さ
れ
た
話
や
現
在
の
幸
せ
な
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
た
く

さ
ん
の
思
い
出
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
ご
夫
婦
の

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
二
人

仲
良
く
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ
い
。

金　
　

婚

幸　

野　
　
　

勉
（
75
）

　
　
　
　

テ
ル
子
（
72
）

幸　

野　

廣　

人
（
76
）

　
　
　
　

ナ
ヲ
ミ
（
69
）

平　

山　

富　

生
（
73
）

　
　
　
　

幸　

子
（
70
）

那　

須　

友　

一
（
76
）

　
　
　
　

京　

子
（
72
）

黒　

田　

秀　

昌
（
76
）

　
　
　
　

洋　

子
（
70
）

岩　

野　

一　

二
（
75
）

　
　
　
　

マ
サ
子
（
73
）

岡　

田　

喜
三
郎
（
76
）

　
　
　
　

カ
ヨ
子
（
72
）

田　

浦　

重　

孝
（
79
）

　
　
　
　

ハ
ツ
子
（
73
）

椎　

葉　

岩　

光
（
77
）

　
　
　
　

清　

女
（
71
）

小　

川　

秋　

一
（
75
）

　
　
　
　

ト
ミ
子
（
73
）

廣　

瀬　

信　

幸
（
74
）

　
　
　
　

早
百
合
（
75
）

井　

口　

午　

勹
（
77
）

　
　
　
　

美
智
子
（
71
）

信　

國　

滿　

昭
（
74
）

　
　
　
　

チ　

ト
（
77
）

橋　

本　

昭　

一
（
73
）

　
　
　
　

カ
ヅ
子
（
70
）

尾　

前　

袈　

則
（
75
）

　
　
　
　

マ
ツ
子
（
72
）

有　

馬　

實　

男
（
76
）

　
　
　
　

ノ
ブ
子
（
70
）

右　

田　

堅　

吉
（
80
）

　
　
　
　

ケ
シ
子
（
73
）

椎　

葉　

袈　

義
（
73
）

　
　
　
　

ム
ツ
子
（
71
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

若　

林　

光　

郎
（
81
）

　
　
　
　

律　

子
（
79
）

小　

松　

数　

雄
（
84
）

　
　
　
　

ツ
ミ
子
（
78
）

山　

神　

幸　

助
（
87
）

　
　
　
　

千
恵
子
（
79
）

愛　

瀬　

留　

雄
（
87
）

　
　
　
　

ア
キ
子
（
81
）

井　

手　

邦　

弘
（
87
）

　
　
　
　

一　

恵
（
78
）

野　

中　

岳　

夫
（
83
）

　
　
　
　

シ　

モ
（
82
）

那　

須　

菊　

松
（
86
）

　
　
　
　

ユ
キ
エ
（
91
）

尾　

前　

國　

男
（
80
）

　
　
　
　

ス
ミ
エ
（
81
）

財　

部　

精　

一
（
81
）

　
　
　
　

ハ
ツ
子
（
83
）

金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
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　岩野公民館図書だより　岩野公民館図書だより 新刊の案内
（10月分）

教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
体
育
協
会
助
成
事
業

水
上
村
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
！
設
立
に
向
け
て
③

ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
!!

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
の
低
下
や
地
域
に
お
け
る
人

間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
上
村
総
合
型
設
立
準

備
委
員
会
で
は
、
家
族
の
ふ
れ

あ
い
や
世
代
間
交
流
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
み
な
さ

ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
中
心
に
生

涯
学
習
体
験
や
作
品
展
示
、
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
こ
だ
わ
ら

な
い
生
き
が
い
を
持
て
る
ク
ラ

ブ
を
目
指
し
て
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

平
成
二
十
年
十
一
月

二
十
九
日
（
土
）

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
六
時
終
了
予
定

場
所　

岩
野
公
民
館

内
容

・
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
で
生
涯

学
習
体
験

　
（
太
極
拳
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
）

・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

・
生
涯
学
習
作
品
展
示
（
習
字
・

陶
芸
等
）

　

村
に
お
け
る
地
域
住
民
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
普

及
を
目
的
に
今
回
は
、「
ヨ
ー
ガ

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ヨ
ー

ガ
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
基
本

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。
年
齢
・
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

期　

日　

一
回
目
：
平
成
二
十
年
十
一
月

七
日
（
金
）
午
後
三
時
〜

二
回
目
：
平
成
二
十
年
十
一
月

十
三
日
（
木
）
午
前
十
時
〜

三
回
目
：
平
成
二
十
年
十
一
月

二
十
一
日
（
金
）
午
後
一
時

三
十
分
〜

四
回
目
：
平
成
二
十
年
十
一
月

二
十
七
日
（
木
）
午
後
七
時
〜

※
１
回
だ
け
の
参
加
で
も
結
構

で
す
。

場　

所　

岩
野
公
民
館

時　

間　

一
〜
四
回
の
教
室
と

も
約
九
十
分
の
予
定
で
す
。

内　

容　

・
簡
単
ヨ
ー
ガ
で
心
身
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

・
代
謝
ア
ッ
プ
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

講　

師　

福
島　

留
美
先
生

　
　
　
　
（
人
吉
市
）

参
加
料　

無
料

　

申
込
し
た
い
方
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〜
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
〜

「
ヨ
ー
ガ
教
室
」
開
催
に
つ
い
て
!!

=
 

問
い
合
わ
せ
先 =

水
上
村
大
字
岩
野
二
六
八
七

岩
野
公
民
館
（
教
育
課
）

担
当
：
那
須　

裕
平

Q　

四
四
ー
〇
三
三
三

S　

四
四
ー
〇
三
二
九

書名 著者名 書名 著者名

黒の狩人（上） 大沢　在昌
叶恭子の知のジュエリー
１２ヵ月

叶　　恭子

黒の狩人（下） 大沢　在昌 「国力」会議 浜田　和幸

理系の人々 よしたに 遊行の門 五木　寛之

うちの３姉妹　⑧ 松本ぷりっつ 今日、ホームレスになった 増田　明利

傷つくあなたへ 江原　啓之 総理の辞め方 本田　雅俊

Ｔｈｅ　Ｒｏａｄ
ザ・ロード

コーマック・
マッカーシー

がばい田舎暮らし
ばあちゃんが教えてくれた
力を抜いて生きるヒント

島田　洋七

北島康介　夢、はじまる 折山　淑美[著]
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優
勝
は
北
目
分
館

〜
分
館
対
抗

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

　

七
月
二
十
九
日
（
火
）
か

ら
八
月
六
日（
水
）に
か
け
て
、

水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
「
分
館
対
抗
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開

か
れ
、
各
地
区
か

ら
十
五
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

雨
天
順
延
も
あ

り
ま
し
た
が
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た

結
果
、
北
目
分
館

が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優　

勝

　

北
目
分
館

準
優
勝

　

岩
野
覚
井
分
館

第
３
位

　

宮
田
分
館
、

　

里
坊
分
館

第６回 水上村農林業祭り

期　　日 ：平成20年 11月 16日（日）
　　　　 　午前10時～午後３時
場　　所 ：湯山　高城公園（雨天決行）
チケット ：500円（ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ食べ放題・焼酎のみ放題）
※チケットはＪＡ水上店・水上役場経済課・上球磨森林組合で販売！
　保育園児以下の幼児は無料、チケットには福引抽選券がつきます！

　 　  《 催 物 時 間 》
時　間 内　　容
10：00 開　会
10：20 湯山小 踊り、ダンス
10：50 太鼓踊り、演奏
11：40 SAKURA組 踊り、ダンス
12：30 丸太切り競争
13：00 品評会表彰

展示野菜即売会
13：30 踊り、歌謡ショー
14：30 お楽しみ抽選会・もち投げ
15：00 閉　会
※内容が一部変わることがあります。

農産物品評会

・出品者は11月11日までに
JA水上店へ申込み下さい！

各種バザー出店

・安心安全な国産牛肉を提供します！
・腕自慢のおいしい料理を販売します！

展示即売会

・農作物、農機具、農業資材、木工品等の販売

お楽しみ抽選会

・福引抽選会で豪華賞品が当たります！
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交通事故統計（平成 20 年 9 月末日現在）
県内の事故情勢

死　者　数 人身事故件数 負 傷 者 数
平成 19年 75人 8,677 人 11,202 人
平成 20年 77人 8,380 人 10,680 人
前 年 比 ＋ 2人 － 297人 － 522 人

管内の事故情勢
死　者　数 人身事故件数 負 傷 者 数

平成 19年 1人 44人 49人
平成 20年 2人 53人 75人
前 年 比 ＋ 1人 ＋ 9人 ＋ 26人

町村別事故発生状況
町 村 別 多良木町 あさぎり町 湯　前　町 水　上　村
平成 19年 17件 18件 7件 2件
平成 20年 14件 35件 3件 1件
前 年 比 － 3件 ＋ 17件 － 4件 － 1件

被害相談窓口・犯罪被害給付制度のご案内
■被害相談窓口のご案内
　警察では、様々な被害相談窓口を設けています。ひとりで悩まず、まずは相談してみませんか？

警察安全相談室
096-383-9110
又は　＃9110

警察の総合的な相談窓口です。

犯罪被害者支援室
096-381-0110

（内線2193～ 2195）
犯罪被害者の心の悩み・犯罪被害
給付制度に関する相談窓口です。

肥後っ子テレホン
096-384-4976

又は　0120-02-4976
いじめや犯罪被害に遭った子供
のこと、少年の非行問題など、少
年問題専門の相談電話です。

レディース110番
0120-8343-81

性犯罪の被害に関する女性専用
の相談電話です。

暴力団相談電話
096-384-0110

暴力団が関係する事件・トラブル
に関する相談電話です。

悪質商法110番
096-385-1110

悪質商法の被害に関する相談電
話です。

■（社）熊本犯罪被害者支援センター
　熊本犯罪被害者支援センターは、犯罪被害に遭われた方やそのご家族のための民間の団体です。被害
者の方が被害から回復するために必要な様々な支援活動を無料で行っています。
◇電話相談・面接相談
犯罪被害に関する様々な相談について、電話や面接による相談を行っています。
【相談専用電話】　096-386-1033
【相談受付時間】　平日：午前 10 時から午後 4時まで
◇法律相談・心理相談（要予約）
法律的な問題や心理的な不安感などについて、弁護士や臨床心理士などの専門家によ
る適切なアドバイス等を行っています。

◇付き添いなどの直接的支援活動
病院・警察署・検察庁・裁判所への付添い、ご自宅への訪問活動、生活面での支援、
情報提供等を行っています。

◇被害者グループへの援助
同じような被害に遭われてた被害者の方へ交流場所の提供や活動の支援を行っています。

◇その他の活動内容
　被害者支援に関する広報・啓発活動や支援ボランティアの養成などを行っています。
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☆標準農作業料金が一部改訂されました。

☆家庭菜園に挑戦しませんか。－ソラマメ－

　上球磨地域農業振興協議会では、燃料等の高騰により、緊急に協議を
行い、米の乾燥調整作業料金を改定しましたので、ご理解をいただき参
考にされますようお知らせします。

農業・農地に関することは、
お近くの農業委員・事務局へ
おたずねください。
水上村農業委員会
　Tel　０９６６－４４－０３１４
　Fax　０９６６－４４－０６６２

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業4848

改訂事項
米乾燥調製 (テンパリング )　
　３４２円／玄米３０kg袋　⇒　３８２円／玄米３０kg袋

苗作り

管　理

準　備

植えつけ

収　穫

種は「お歯黒」を下にして、半分ほど
土にさしこむ（１つのポットに２粒）。

生育に適した気温は 16 ～ 20℃。
気温が 20℃以上になると生育がに
ぶくなり、－５℃以下になると枯
れてしまいます。

堆肥に３㎏ /㎡・苦土石灰120ｇ /㎡・
化成肥料80ｇ /㎡
堆肥と苦土石灰を入れて土を耕してお
き、うねを作る前に化成肥料を土に混
ぜる。
うねを作り、シルバーマルチ（銀色の
マルチ）で、うねをおおっておく。

本葉が 1～ 2枚になっ
たころ、ポットの土の
表面が見える程度に苗
を浅めに植え、水をたっ
ぷりとかけておく。

さやが下向きになり、表面に
つやが出てきたら収穫する。
さやがななめ上を向いてい
るものは、まだ未熟。

種まきが早すぎると冬までに苗が大きく育ってしまい、霜で茎がいたむことがある
ので、注意。
根に根粒菌（根にたくさんついている丸いこぶのようなものの中にすむ細菌）が寄
生して、空気中のチッ素をとりこんでくれるので、肥料は控えめに。
ウイルスを伝染させる害虫のアブラムシは早めに駆除する。
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保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

年
金
は
、世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制

度
で
す
。あ
な
た
の
納
め
る
保
険
料
が
、高
齢

者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。ま
た
、同

時
に
、あ
な
た
や
家
族
が
将
来
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、老
後
の
生
活
保

障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、思

わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

は
障
害
基
礎
年
金
が
、生
計
を
維
持
し
て
い

る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
残
さ
れ
た
妻

や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す（
納
期
限
は
納
付
対
象
月
の

翌
月
の
末
日
。た
だ
し
、そ
の
日
が
土
曜
日
、

日
曜
日
、祝
日
等
に
当
た
る
場
合
は
、そ
の
翌

営
業
日
）。

　

ま
た
、納
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す
る

と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
た
め
、将
来
、受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ

る「
納
付
案
内
書
」で
、金
融
機
関
・
郵
便
局
、

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
得
な
前
納
制
度

　

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る（
前
納
）と
、割
引
が
あ
っ
て
、大
変
お

得
で
す
。前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、社
会

保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

　

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、あ
な
た
の
指
定
の

口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
ま
す（
原
則
と
し
て
、納
付
対
象
月
の

翌
月
末
日
）。一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、毎

月
金
融
機
関
等
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な

り
、納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
一
括
前
納（
一
年
前
納
、半
年
前

納
）を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額
が
有
利

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、月
々
の
口
座
振
替
を
早
割（
当
月
保

険
料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
）に
し
て
も
割

引
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

で
。「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、金
融
機
関
等

届
出
印
を
押
印
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

○
水
上
村
役
場　

住
民
福
祉
課

四
四
ー
〇
三
一
三

○
八
代
社
会
保
険
事
務
所

〇
九
六
五
ー
三
五
ー
六
一
二
三

自衛隊生徒採用試験
◆応募資格
　15歳～17歳未満の男子
　（平成4年4月2日～平成6年4月1日生）
◆受付期間
平成20年11月1日（土）～平成21年1月6日
（火）
※締切日必着
◆試験日　平成21年1月10日（土）
◆試験場所　八代ハーモニーホール
◆試験科目
　①国語・社会・数学・理科・英語
　　（中学校卒業程度の問題）
　　択一式（マークシート）
　②作文　500文字程度
◆一次合格発表　平成21年1月19日（月）
　※最終合格発表　平成21年2月17日（火）
◆入隊　平成21年3月下旬
◆問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部
　人吉地域事務所　℡22－4704

自衛官採用試験
２等陸海空士２次募集

◆応募資格　18歳～27歳未満の男子
◆受付期間
平成20年10月1日（水）～平成20年12月10
日（水）

　※締切日必着
◆試験日　平成20年12月13日（土）・14日
（日）
◆試験場所　北熊本駐屯地
◆試験科目
　①国語・数学・社会
　　各10問（中学校卒業程度の問題）
　②作文
　③口述試験及び身体検査
◆合格発表　平成20年12月下旬
◆入隊　平成21年3月下旬
◆問い合わせ
　自衛隊人吉地域事務所　℡22－4704
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裁判員制度に対する疑問にお答えします！

Ｑ 裁判員制度は、どのような制度ですか？

Ｑ 仕事が忙しいのですが、辞退できませんか？

Ｑ 裁判員になったことで、トラブルに巻き込まれたりしませんか？

　今後も、裁判員制度の実施に向けて、国民の皆さんに様々な情報をお知らせしていきます。裁判員制度
についての詳細については、裁判員制度ウェブサイト（http://www.saibabib.courts.go.jp/）でも紹
介していますので、是非ご覧ください！
　裁判員制度は、法律の専門家ではない国民の皆さんが参加することに意義のある制度です。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

来年の５月２１日から裁判員制度がスタートします！
スタートが間近に迫ってきたこの時期、国民の皆さんから
多く寄せられるご質問に、お答えします。

　裁判員制度は、国民の皆さんの中から選ばれた６人が、裁判員として刑事裁判に参加し、３人の裁判官
と一緒に、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合には、どのような刑にするかを決めるという制度です。
　裁判員制度では、裁判の進め方やその内容に、国民の皆さんの視点や感覚が反映されますので、その結果、
裁判全体に対する国民の理解がより深まり、裁判がより身近に感じられ、司法への信頼が高まっていくこ
とが期待されています。

　「仕事が忙しい」というだけでは辞退はできませんが、とても重要な仕事があり、自分でこれを処理し
なければ著しい損害が生ずるおそれがある場合には、辞退することができます。
　辞退の判断は裁判所が行いますが、その際には、裁判員として裁判所に通う期間、お勤め先の規模や、
代わりの人がいるのか、裁判員として参加することが事業にどの位影響があるのかなどを考慮することに
なります。
　裁判員になる方の負担ができるだけ少なくなる制度にしていきたいと考えておりますので、裁判員に選
ばれた場合には、ご協力いただきますようよろしくお願いします。

　事件関係者から危害を加えられるおそれのある例外的な事件については、裁判官のみで審理することに
なっています。
　不安や危険を感じるような辞退が生じた場合には、すぐに裁判所に相談してください。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
に
対
す
る
助
成

金
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者
：
水
上
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
在
住
し
て
い
る
６
才

未
満
の
児
童
の
い
る
家
庭

◆
補
助
額
：
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
額

の
二
分
の
一
の
補
助
（
最
高
額

二
万
円
）

◆
手
続
き
：
水
上
村
役
場
総
務
課
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
「
譲
っ
て
ほ

し
い
」「
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
希
望
さ
れ
る

方
は
、
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
再
活
用
を
お
手
伝

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
◆

　

水
上
村
役
場
総
務
課

　

電
話
四
四
ー
〇
三
一
一
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金
な
ど
は
、
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

定
期
預
金
や
利
息
つ
き
の
普
通
預
金

な
ど
は
、
金
融
機
関
ご
と
に
預
金
者

一
人
当
た
り
、
元
本
一
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
綻
し
た

金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て

支
払
わ
れ
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

金
融
機
関
は
、
銀
行
（
日
本
国
内
に

本
店
の
あ
る
も
の
）
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
信
金
中
央

金
庫
、
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合

会
、
労
働
金
庫
連
合
会
で
す
。

　

平
成
十
九
年
十
月
に
民
営
化
さ
れ

ま
し
た
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に

つ
い
て
も
、
預
金
保
険
制
度
の
対
象

金
融
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
預
金
保
険
機
構
（
Q

〇
三
ー
三
二
一
二
ー
六
〇
二
九
）、

各
財
務
局
等
ま
た
は
金
融
機
関
の
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も

県
産
木
材
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
！

　

熊
本
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
品
質
の
確
か
な

県
産
木
材
の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　

多
く
の
県
民
の
皆
様
に
地
元
の
木

材
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

熊
本
の
豊
か
な
森
林
を
維
持
・
保
全

し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
新
築

住
宅
へ
の
県
産
木
材
提
供
と
あ
わ
せ

て
多
数
の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
募
集
日
程
や
募
集

戸
数
、
応
募
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

熊
本
県
林
業
振
興
課
県
産
材
利
用
推

進
室
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
四
八

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く

す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実

施
に
つ
い
て

　

家
庭
内
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る

行
為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
県
で
は
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
）
や
児
童
・
高
齢
者
・
障

害
者
虐
待
の
防
止
に
向
け
十
一
月
に

「
家
庭
か
ら
暴
力
を
暴
力
を
な
く
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
講
演
会
（
Ｄ

Ｖ
二
十
二
日
、
児
童
二
十
一
日
、
高

齢
者
十
七
日
、
障
害
者
五
日
）
の
ほ

か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
女
性
の
た

め
の
一
日
法
律
相
談
等
も
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
八
七

「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
　

熊
本
県
で
は
、
道
路
で
清
掃
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
個

人
や
団
体
の
方
で
、
「
ロ
ー
ド
・
ク

リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
は
、
ご
み
袋
な
ど
の

消
耗
品
の
支
給
や
、
ほ
う
き
な
ど
の

清
掃
用
具
を
貸
し
出
す
ほ
か
、
活
動

内
容
を
広
く
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
看

板
の
設
置
や
、
活
動
中
の
事
故
の
た

め
の
障
害
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
熊

本
県
道
路
保
全
課
（
℡
〇
九
六
ー

三
三
三
ー
二
四
九
五
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

　

県
で
は
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行

う
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会

等
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
講
師
）
を
派

遣
し
ま
す
。
講
師
へ
の
謝
金
と
旅
費

は
県
が
負
担
し
ま
す
。
男
女
が
共
に

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
セ
ク

ハ
ラ
防
止
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
の
暴

力
）
防
止
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
等

が
対
象
で
す
。
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ

い
。

　

男
女
共
同
参
画
で
男
女
が
共
に
暮

ら
し
や
す
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
八
七

若
者
の
職
業
的
自
立
の
た

め
の
総
合
相
談
窓
口
の
紹

介
　

県
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ー
さ
ぁ

と
協
働
し
、
「
自
分
に
合
っ
た
職

業
・
職
種
が
分
か
ら
な
い
」
、
「
就

職
に
不
安
が
あ
る
」
等
、
働
く
意
欲

を
持
ち
な
が
ら
行
動
に
踏
み
出
せ
な

い
若
者
や
そ
の
家
族
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

専
門
の
相
談
員
が
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
、
就
労
ま
で
フ
ォ
ロ
ー

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

「
く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」

　

Q
〇
九
六
ー
三
六
五
ー
〇
一
一
七

日
曜
日
を
除
く
午
前
十
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

熊本県（地域別）最低賃金

時間額６２８円

必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も

　この最低賃金は産業別最低賃金が適用さ

れない全ての労働者（臨時・パートタイム

労働者を含みます。）に適用されます。

　なお、派遣労働者については、派遣先の

事業場に適用されている最低賃金が適用に

なります。

　詳しくは熊本労働局賃金室（ＴＥＬ

096-355-3202）又は最寄の労働基準監督

署にお尋ね下さい。
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ご
存
じ
で
す
か
「
税
を
考

え
る
週
間
」

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で

は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
健
康
で

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
を
行
う
た

め
の
大
切
な
財
産
で
す
。

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必

要
性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
や
税
務

税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆

様
に
、
税
の
仕
組
み
や
目
的
を
考
え

て
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
経
済
活
動

の
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
を
は
じ
め
と
し

た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う

税
務
行
政
の
様
々
な
取
組
に
つ
い

て
、
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者

や
主
婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を
対

象
と
し
た
「
租
税
教
室
」
の
開
催
な

ど
、
税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

人
吉
税
務
署

　

Q
〇
九
六
六
ー
二
三
ー
二
三
一
一

　

※
自
動
音
声
案
内

「
第
七
回
ひ
と
よ
し
・
く
ま
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催
の

お
知
ら
せ

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
障
害

を
持
っ
て
い
る
方
も
持
た
な
い
方
も

共
に
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
程　

平
成
二
十
年
十
月
二
十
五
日

（
土
）
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

三
十
分

場
所　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石
野

公
園
（
石
野
公
園
ま
つ
り
と
の
同

時
開
催
）

内
容　

展
示
会
、
音
楽
会
、
喫
茶
、

手
作
り
小
物
や
農
産
物
販
売
な
ど

※
詳
し
く
は
、
ひ
と
よ
し
・
く
ま
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
（
球
磨
地
域
振
興
局
総
務

企
画
課
Q
〇
九
六
六
ー
二
二
ー

三
一
〇
七
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

移
動
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
球

磨
）
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

球
磨
地
域
の
若
い
方
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
と
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
く
ま
も
と
の
主
催
で
、
就
職
支
援

の
一
環
と
し
て
「
移
動
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　

十
二
月
十
一
日
（
木
）
午

後
二
時
半
〜
午
後
五
時
（
受
付　

午
後
二
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

●
主
な
内
容　

就
職
に
役
立
つ
講
話

　

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

適
正
診
断
な
ど

●
対
象
者　

お
お
む
ね
三
十
五
歳
未

満
の
方

●
お
申
し
込
み
先
（
事
前
予
約
が
必

要
で
す
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

Q
〇
九
六
六
ー
二
四
ー
八
六
〇
九

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
く
ま
も
と

Q
〇
九
六
ー
三
八
二
ー
五
四
五
一

高
校
卒
業
予
定
者
は
、
学
校
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

平
成
二
十
年
度
（
後
期
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検

定
試
験
の
お
知
ら
せ

　

職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
公
的
資
格
試
験
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
「
ビ
ジ
ネ

ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

の
概
要
】

●
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を

広
く
網
羅
し
た
唯
一
の
「
公
的
試

験
資
格
」
で
す
。

●
試
験
は
、
一
・
二
級
及
び
三
級
の

レ
ベ
ル
に
体
系
化
さ
れ
、
実
務
に

即
し
た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客

観
的
に
評
価
し
ま
す
。

●
企
業
で
は
社
員
の
実
務
能
力
の
客

観
的
な
評
価
や
人
材
開
発
等
に
、

個
人
に
と
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ッ
プ
な
ど
に
幅
広
く
活
用
で
き

ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

:/
/
w
w
w
.

bc.jabada.or.jp

●
平
成
二
十
年
度
後
期
試
験
日
程

《
受
験
申
請
受
付
期
間
》平
成
二
十

年
十
二
月
十
五
日（
月
）〜
平
成

二
十
一
年
一
月
十
九
日（
月
）

《
試
験
実
施
日
》平
成
二
十
一
年
三

月
一
日（
日
）

●
試
験
単
位
（
後
期
）　

労
務
管

理
、
財
務
管
理
、
企
業
法
務
、
総

務
、
経
営
戦
略
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
管

理
、
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
、
生
産

管
理
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
生
産
管
理

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

●
受
験
資
格　

受
験
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
（
年
齢
や
実
務
経
験
に
関

係
な
く
誰
で
も
受
験
で
き
ま
す
）

※
お
問
い
合
わ
せ
、
資
料
等
ご
希
望

の
方
は
、
熊
本
県
職
業
能
力
開
発

協
会　

総
務
・
開
発
振
興
課
ま
で

〒
八
六
二
ー
〇
九
五
〇

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
五
番
十
九

号
熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル

二
〇
一
号

Q（
〇
九
六
）三
八
四
ー
一
七
一
一

S（
〇
九
六
）三
八
四
ー
二
六
七
六

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

　

「
預
金
保
険
制
度
」
は
、
万
が
一

金
融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、

預
金
者
の
保
護
や
資
金
決
済
の
履
行

の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信

用
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

「
預
金
保
険
制
度
」
に
よ
り
、
当

座
預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
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今月のごみ事情

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：3日・10日・17日・24日

11月のごみ収集・・・もったいないの心がつくる　３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進

11

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
  24 25 26 27 28 2923 30

今月のごみ事情

  6日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

13日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

20日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

27日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

●今月の人口●
　男　………1,226 人
　女　………1,375 人
　計　………2,601 人
戸　数………  932 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 20 年９月末現在

1 1月 ８日㈯　えびす祭り（高城公園）

1 1月 ８日㈯
　　～ ９日㈰　くまこいダンスバトル（高城公園 他）

1 1月16日㈰　第６回農林業まつり（高城公園）

※予定ですので、変更になることがあります。

11 月の行事予定

2003年12月 2006年 2011年 

関東・中京・近畿の三大都市圏の 
一部から、サービス提供開始 

 

2006年12月までに全国県庁所在地で 
順次放送を開始 

 

す
べ
て
の
テ
レ
ビ
放
送
は
デ
ジ
タ
ル
へ
！！ 
 

デジタル 放送 

アナログ放送 

アナログ放送 

アナログハイビジ ョン放送 

デジタル 放送 

110度CSデジタル放送 

地
上
放
送 2011年 

7月24日までに終了 
 

B
S
放
送
 

C
S
放
送
 

2011年 
までに終了 

 2007年 
9月終了 
 

そろそろ、地デジ受信の準備を始めませんか？  
2011年7月24日までにアナログ放送は終了します！ 

地上デジタルチューナー搭載機器ロゴマーク 
 

 

 

地上デジタル放送に関するお問い合わせ先 

 
総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 
電話：0570-07-0101（03-4334-1111 ※IP電話からおかけになる場合） 
（平日9：00 ～ 21：00、土・日・祝日9：00 ～ 18：00） 

http://www.soumu.go.jp/ 
（社）デジタル放送推進協会（Dpa）http://www.dpa.or.jp/ 

現在市販されているテレビや
録画機器などで、地上デジタ
ル放送に対応しているかどう
かを 見分けるには、このマー
クを目印にしてください。
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よろしくね！
中嶋　浬

かいり

ちゃん（女）
（平成 20年８月 18日生まれ）

水上村大字岩野
父：真也さん　母：早優了さん
　　健康で元気いっぱいに
　　育ってね。

田代　悠
ゆう

希
き

ちゃん（女）
（平成 20年８月 18日生まれ）

水上村大字岩野
父：浩幸さん　母：優子さん
　眞希お兄ちゃんと仲良くね！

健康教育講演会のご案内
『家庭教育について』
　　　　　講　師　　光

ひかりどうえん

明童園
　　　　　　　　　　　　園長　堀

ほり

　浄
じょうしん

信　先生

日　時：平成２０年１１月１３日（木）
　　　　午後７時から８時３０分まで
　　　　（開場６時３０分）
場　所：岩野公民館　大研修室

　堀　浄信先生は、水俣市にある児
童養護施設「光明童園」園長先生で
す。多くの子ども達に関わってこら
れた経験を交え、お話くださいま
す。とても参考になるお話が聞ける
ことと思いますので、お誘いあわせ
のうえ、ぜひ、おいで下さい。

水上村内学校健康教育委員会
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　水上村では、約４ha（ヘクタール）のそばが栽培されています。

そば…栄養豊富な食品であり、種子や植物体中にはポリフェノールの一種ルチン
が含まれており、ルチンは毛細血管強化作用を有していることが知られて
います。ソバのタンパク質には強力な血中コレステロール低下作用があり、
体脂肪をつきにくくする作用もあります。さらに、ＨＤＬコレステロール
を上げ、ＬＤＬコレステロールを下げる作用や便秘の改善作用もあります。

市房山とそばの花


